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亮期研究会 : 振動子系U)力学過程 と統計
戸田盛和 ,戸谷富之 ,松田博嗣
目的 と緊急性 : 力学過程 に密着 した読点に立って ,一般的な基礎的事実
を積み上げて行 くU)がこU)研究会o)目的であるF,凝 り上げられる具榛的な対
象は主 として結晶格子であり.不純物o)影響 ,未面掠劫 と表面不純物tj_l影響
などが含まれるー有限個の不純物を含む結晶格子〟)局在振動 とBroⅥⅥ 運動
類似の運動に関しては以前tJl ｢不完全結晶t/)童子夜劫 ｣ U)研究会において研
究され ,そO-)或異はSupplementに報告された, こUL)成果を更に現実的な鮭
晶形GT)場合-拡張することは今後U)問題であるE, ｢振動子系の力学過程 と統








げられた成果に勇気づけられ .残された問題 ,提出されている問題 と凝 り組
もうとする活力vTL有意義な場を与 えるためーvTLはかならない0.力学過程を中心














また ,研究対象を前進 させるために .関連ある分野から講師を招 くことが
考えE)れているE.
研究テーマと し て 考 え ら れるもの :
o啓々の結 晶 形 に お け る局在振動
o転位 ,表 面 不 純 物 に よ る格子振動
o多 くの 不 純 物 を 含 む 結 晶 o)振動スペク トル
o多 くU)不 純 物 を 含 む 結 晶 U)エネルギ一流
o非線型 項 を 含 む 結 晶 の エ ネ JL,ギ-疏
O､非線型 不 規 則 外 力 を 受 け る運 動
o熱膨張
o固体ヘ リ ウ ム の よ う に 具 俵 的 な 問題
'oこれ ら VTL 関 係 す る数 学 的 方 法 o)吟 味
oこれ ら に 関 係 す る実 験 事 実
oその他 ス ピ ン 系 等 一 般 歳 子 へ の 拡 張 等
研究会参加 人 員 : 約 2 0 名 ,講 師 と し て 1- 2 名 を 加 え る 凸
研究会 の 時 期 : 7 月 下 旬 の 5 日 間 ( 予 定 7 月 2 5 日 ～ 2 9 日 )












実験L7)進歩もあって ,一方ではordered stateLj)運功 .緩和過程などの




点の険討と整歴 とが行なわれ ,かなりの成果があげられた,様 々な機構をも
つ二次の相転移現象U)共通な性質として . (a)粒子 (or スピン)間の長
距離対相関o)出現 , fb)ordered stateの出現とbroken syrmetry.
tc)orderparameter及び対相野の長波長成分o)緩和過程の異 常.




ordered state として ,液体ヘ リウムと超電導俵は量子論的秩序とい
う点で帝異な性格をもつ E, 特vcそのダイナ ミックスは ,Vortex line叉は





o短期u)研究会を基節で2回開き ,参加者約 50名 (京都在住者を除 く)
o旅 費 55万 (研究連絡費を含む 1
校 費 5万
長期研究計画 (モレキューJL,壁 ): 生体高分子における電子状態と振動状
態の相互作用
松原武生 ,寺太 英





メンバ～ 松原武生 (.京大歴 ) , 寺太 英 (京大理 〕･,松田博嗣 (京大頗 ) ,
鈴木英雄 (名大腰 1,朝 日 孝 (北大腰 )
要求費用 : o京都滞在費
鈴木 (5ケ月 ) ･･･ 6万 (9月-11月 〕
朝 日 (6ケ月 )
o計算費
o連絡費
12万 (8月～ 1月 )
5万 (内電子計算機費用2万 )
1万
計 24万円
-404-
轡
